
江南区生活交通改善プラン 進捗状況 

○改善プランの概要 

 本格化する人口減少・少子・超高齢化が見込まれているなか、本市の交通政策においても

様々な対応が求められている。また、江南区内の各地域における生活交通の現状や課題は

様々であり、効率性や持続可能性を考慮しながら、誰もが快適に生活できるまちとしていく

ために、地域の実情に即した生活交通体系を構築するため、江南区の計画として策定。 

○計画期間 

 令和 2年度から令和 4年度までの 3年間

○計画期間における取り組み 

取組状況

R2年度

①アンケート等によるニーズ調査や分析 ○

②多様な運行手段の検討・実践(デマンド型交通等) ○

③地域と民間事業者との協議 ○

④スクールバス等目的バスとの連携の検討 －

⑤組織の立ち上げ支援や補助支援の継続 ○

①区内公共交通の利便性向上のための交通事業者との協議や
取り組みの実施

○

②鉄道・バス・タクシー・マイカー等の接続環境向上を含めた乗
換拠点の検討・整備

－

③区全体の公共機関の充実に向けた区バス・住民バスのルー
ト、ダイヤの見直し

○

④区バス・住民バス共通回数券の検討 ○

⑤区バスにノンステップバス導入 ○

⑥区役所だよりやSNS等を活用した情報提供 ○

①意見交換の開催 ○

②区民の公共交通に対する意識向上に向けた取組みの検討 ○

③地域や学校への周知・啓発活動 ○

④各企業や施設における公共交通利用促進に向けた活動の推
進

－

⑤地域と民間事業者との協議 ○

３．公共交通をみんなで支える意識づくり

１．公共交通空白・不便地域の解消

具体的な交通政策（計画期間における取組）基本方針

２．既存公共交通のさらなる利便性向上



○令和 2年度の取り組み（主なもの） 

１．公共交通空白・不便地域の解消 

交通政策 取り組み内容 

①②③ ・両川地区でのタクシー車両での乗り合い運行の実施（社会実験）

 ⇒2月に実施予定 
・大江山地区での社会福祉法人の車両を活用した買い物支援の実施（社会実験）

 ⇒3月に実施予定
⑤ ・住民バス社会実験の実施（横越地区住民バス 土曜南ルート）

  ⇒社会実験 3年目（目標収支率 20%）として実施中

２．既存公共交通のさらなる利便性向上 

交通政策 取り組み内容 

① ・抗菌・抗ウイルス加工を施工

⇒市内の区バス・住民バスに感染症拡大防止対策として、様々         

なウイルスや菌の増殖を抑制させるコーティングを車内に 

施工

③ ・カナリア号 アピタ・イオン直行便の運行

⇒12月 21日より運行開始
④ ・江南区バス・カナリア号・横バスでの共通回数券の検討

⇒R2課題整理、R3年度中に運用開始予定
⑤ ・ノンステップバスの導入

⇒R2.10月、江南区バスにノンステップバスが導入
 車両：日野自動車 ポンチョ

 定員：36人乗り（座席 11）
⑥ ・区役所だより、江南区フェイスブックでの広報

⇒区役所だより１面に掲載（区バス・住民バスの利用状況、新車両導入セレモニーの

お知らせ）、フェイスブックにはイベント告知、大雪時の運行状況などを発信

３．公共交通をみんなで考える意識づくり 

交通政策 取り組み内容 

①⑤ ・地域公共交通検討会議の開催

②③ ・区バス新車両導入に合わせ、車両見学会およびシニア半わりりゅーとの作成支援

⇒車両見学会：アスパーク亀田（28人）、横越健康センター（10人）、曽野木連絡所（14
人）、取材（1人：日本報道写真連盟）、シニア半わり作成無料送迎バス（2名）

③ ・小学校での区バス体験乗車会の実施 

⇒東曽野木（1クラス）・早通（1クラス）・亀田東小学校（4クラス）の２年生に実施
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